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保育学生におけるマイクロティーチングの学習効果に及ぼす
協同作業認識と課題価値の影響

―交互作用に着目して―

金子智昭（埼玉純真短期大学）

キーワード：マイクロティーチング，協同作業認識，課題価値

問題と目的

保育者養成課程において，マイクロティーチン

グ（以下， ）を導入することの有効性が支持さ

れているものの（ 金子 ）， の有効

性を規定する心理変数やそのプロセスに関しては

充分に検討されているとは言えない。そこで本研

究では，学生の「協同作業認識」と「課題価値」

の つの認知変数に着目し， の学習効果に及ぼ

す影響性を交互作用も含めて詳細に検証する。

協同作業認識とは，学習者の協同作業に対する

潜在的な信念であり（長濱他 ）， は学生同

士の協同学習を基盤に展開されることから，変数

に取り上げた。一方，課題価値は学習者の学習内

容に対する価値認識である（

）。 に至るまでの講義内容に対する価値や

コストの認識は，その後の の効果を規定する

と考えられることから，変数として取り上げた。

方 法

対象者及び手続き 埼玉県内の保育者養成系の女

子短期大学の 年生 名（ クラス）を対象に，

質問紙調査を 回実施した。 は， 年 月か

ら 年 月にかけて，「幼児教育課程論」の演

習形式の講義の一環として，最後の コマを使用

して行われた。第 調査は の初回の講義（

コマ目）の冒頭の時間を活用して行われ，第 調

査は の最終講義（ コマ目）の時間を活用し

て行われた。分析は，第 調査と第 調査の両方

に回答した 名をサンプルとした。

調査内容 第 調査の内容は，（ ）協同作業認識

尺度（長濱他 ）の 下位尺度（協同効用，

個人志向，互恵懸念）の 項目（ 段階），（ ）

価値の測定として，課題価値測定尺度（伊田 ）

の 下位尺度（興味価値，私的獲得価値，公的獲

得価値，実践的利用価値，制度的利用価値）の

項目（ 段階），（ ）コストの測定として，「コスト

尺度」（解良・中谷 ）の 下位尺度（努力コ

スト，機会コスト，心理コスト）の計 項目（

段階）を「幼児教育課程論」の文言に変更したも

の，である。第 調査の内容は， 有効性尺度（金

子他 ）の 下位尺度（保育者としての自覚

と指導技術，学習状態の認識と学習意欲，指導の

難しさ，幼児理解，指導案の書き方）の 項目（

段階）である。

結果と考察

初めに確認的因子分析を行った結果，協同作業

認識は「個人志向・互恵懸念」と「協同効用」の

因子，課題価値は「興味・獲得価値」と「利用価

値」の 因子，コストは「コスト」の 因子が適

切であると確認された。 の有効性は，既存尺度

と同じ 因子が確認された。

次に， の学習効果の各変数を従属変数，セン

タリング処理を行った協同作業認識と課題価値を

独立変数とする階層的重回帰分析を行った。その

結果，協同効用と利用価値は の学習効果に正

の影響を与えていることが示された。また，「コス

トと個人志向・互恵懸念」，「利用価値と協同効用」

において交互作用が確認されたため，単純傾斜検

定を行った。その結果，個人志向・互恵懸念が高

い学生において，コストは の学習状態の認識

と学習意欲にポジティブな影響を与えることが示

された。個人志向・互恵懸念が高い学生は，コス

トへ過敏に反応し，コストに伴う個人的損失への

回避動機が強く働いたことで， への学習動機

づけが高まった可能性が考えられる。個人志向・

互恵懸念が高い学生に対しては，個別の課題を与

えたり，集団内の役割を明確化したりするなどの

コストを付与することが，動機づけを高めるうえ

で有効であるのかもしれない。
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ヘミングウェイ効果
―課題達成に失敗することが動機づけを高める―

○小山義徳 （千葉大学） マナロ エマニュエル（京都大学）
中谷嘉秀＃（ ）
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問題と目的

課題達成に失敗することは，一般的に動機づけ

を下げると考えられがちであるが，条件によって

は動機づけを高める場合がある。

文豪ヘミングウェイは，ある雑誌において「文

章を書く秘訣」を尋ねられ，「一番の方法は，『ま

だもう少し書けそう』という時に書くのをやめる

ことだ。これを毎日続ければ，書けなくなること

はない」 ）と述べている。

そこで，本研究では，「課題達成までの残りが少

なくなればなるほど，その課題を達成したいとい

う動機づけが高くなる」という現象を，「ヘミング

ウェイ効果」（ ら， ）と名付け，検証を

行った。

研究１

実験参加者 大学生 名。新聞のコラムを原稿

用紙に書き写す課題を時間内に行う様に指示し，

書き写し終わった者から挙手をするように指示し

た。参加者の内，一部の者が挙手した時点で全員

に課題を終了するように指示し，課題未完了の参

加者がいるように意図した。その後，書き終わる

までの残りの文字数を記録してもらい，課題の残

りをどれくらいやりたいかを， 件法で回答して

もらった。

結 果

課題の残りの文字数と，課題への動機づけの関

係を検討した。その結果，残りの文字数がすくな

るほど，課題に対する動機づけが高くなることが

明らかになった。

課題の残りと動機づけの関係

研究２

課題の構造化の程度と「ヘミングウェイ効果」

の生起について検討を行った。「『構造化されてお

らず，達成すべきことが不明確な課題』よりも，

構造化されており，『達成すべきことが明確にな

っている課題』の方が，『ヘミングウェイ効果』

が生起しやすい」と仮説を立て，検証した。

実験参加者 大学生 名。

構造化なし群 幼稚園から高校までの思い出を書

いて下さいと指示。

構造化あり群 第一段落に，幼稚園から小学校ま

での思い出を，第二段落に，中学校から高校まで

の思い出を書いて下さいと指示。

課題の残りと動機づけの関係

結 果

「課題達成までの残りが少なくなればなるほど，

その課題を達成したいという動機づけが高くなる」

という「ヘミングウェイ効果」は，課題が構造化

されており，「何をすればよいか」明確になってい

る課題ほど顕著に現れることが明らかになった。
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